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原田 哲男

C L A S S I C  M U S I C  S E R I E S

SEE
SHUN-KAN

チケット料金（全席自由） 前売： 3,000円／当日： 3,500円

もりおか啄木・賢治青春館 2階展示ホール

TETSUO HARADA : Cello Solo

●チケット取り扱い：
カワトク／もりおか啄木・賢治青春館プレイガイド／もりおか町家物語館
●オンライン予約：QRコードから、チケットの予約が可能です。
[主催]NPO法人いわてアートサポートセンター
[お問い合わせ先]　もりおか啄木・賢治青春館  〒020-0871  岩手県盛岡市中ノ橋通一丁目
1-25  TEL 019-604-8900 seishunkan@iwate-arts.jp URL  https://seishunkan.jp
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原田 哲男 TETSUO HARADA : Cello 

 宮沢賢治は、チェロを「俺のカガ（妻）」と呼ぶほど愛し、1926年にはチェロを担いで東京を訪れ、

3日間ではありますがチェロを習ったとされています。チェロ奏者にとって宝物とされるJ.S.バッハの

「無伴奏チェロ組曲」は、1902年にパブロ・カザルスによって再発見され、名曲として広まりました。ま

た、賢治が東京の先生から譲り受けた「チェロ名曲集第1巻」にもこの「無伴奏チェロ組曲」が掲載さ

れており、賢治もきっと練習し、愛した曲であったことでしょう。

 原田哲男は、仙台フィルハーモニー管弦楽団、九州交響楽団の首席チェロ奏者を務め、東北でも

公演活動を重ねています。大樹のように豊かな音色と、誠実に音楽と向き合う姿勢は、多くの聴衆に

感動を与えてきました。今回、原田が改めて挑むのは、無伴奏チェロ組曲第2番、第4番、そして難曲

である第6番。バッハの響きから賢治の世界に通じる深い音楽的探求をご一緒しましょう。

　鹿児島県出身。桐朋学園大学在学中の1990年に蓼科高
原音楽祭奨励賞受賞。同大学卒業後、ドイツのマインツ大学音

楽学部、米国ダラス市の南メソヂスト大学へ留学。　

　1999年から2012年まで仙台フィルハーモニー管弦楽団首
席チェロ奏者を務めた。

 2001年第4回ビバホールチェロコンクール3位。仙台フィルメン
バーによるセレーノ弦楽四重奏団で「松尾音楽助成賞」受賞、

また原村室内楽セミナーにおいて「緑の風音楽賞」受賞。

2007年文化庁海外派遣研修員としてドイツに留学し、クリス
ティアン・ギガ－氏（ライプツィヒ・ゲヴァントハウス管弦楽団第一

ソロチェリスト）に師事。

 2013年から2016年まで九州交響楽団首席チェロ奏者を務め
た。またソリストとして仙台フィルハーモニー管弦楽団、九州交響

楽団、東北、九州各地のオーケストラと共演した。

現在は福岡市を拠点にフリーのチェロ奏者として、ソロ、室内

楽、後進の指導、また近年は絵画や語り、バレエなど他ジャンル

とコラボするなど、幅広く活動を展開している。

年2回九州各地で主催の｢原田哲男チェロコンサート｣は2025
年6月に23回目を迎える。

青春館コンサートシリーズ SEE-SHUN KAN
石川啄木・宮沢賢治、双方とも「音楽」と深い結び付きをもった人生でした。啄木は作曲家・ワーグナーの研究に没頭し、自分で作曲したと

も言われています。賢治の作品からはベートーヴェンの交響曲が聞こえ、彼が集めたレコードにはショパン、ドビュッシー、ストラヴィンスキー

等、色彩豊かなクラシック音楽を愛した痕跡が残っています。青春館コンサートシリーズ「SEE SHUN-KAN」は、岩手にゆかりのある音

楽家たちと一緒に、啄木・賢治が聞いた音楽をひもとき、彼らと音楽のつながりの糸をたぐりよせてみようという試みです。

原田さんは、未来のゴーシュかもしれない


